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学校長  

三和 秀輔 

創立 20 周年を迎えるにあたって 

副学校長代理兼教務主任  

川渕 まゆみ 

Ｈ Ｉ Ｍ Ｅ Ｋ Ａ Ｎ 

本校が平成 17 年 4 月に開校して以来あっという間の 20 年で、

開校当時を知る教員は、小野寺教員と私の 2 名だけとなりました

が、卒業生は 1,445 名を数え皆それぞれ様々な場所で活躍されてい

ることを非常にうれしくまた心強く思っています。 

学校の学習環境は、この 20 年で大きく変化しました。学生のテ

キストは、iPad となり、重いテキストを何冊も持ってきて国家試験

勉強をしていた頃が懐かしい限りです。Wi-Fi 環境は充実し、学生

は調べたいことをすぐにネットで調べることができ、知識の充実を

図ることができています。 

 モデル人形も初代さくらさんから今は多職種連携ハイブリッドシミュレーターの導入が叶い、

さらに同窓会から 1 体ご寄贈いただいております。在校生はこれら最新の機器を使って、より

充実した看護の学びにつなげています。教員もより効果的な学びができるよう、研鑽を重ねてい

ます。 

今後も姫路市医師会看護専門学校は、時代に合わせた最新の学習環境で、学生の学びを支援し、

地域社会の保健医療福祉に貢献できる看護師を育成し続けていきます。 

 

学校長ご挨拶 

20 年も経過しますと一見きれいに見える校舎もいたるところにひび割れなどが認められます。

大規模修繕は計画されていましたが、間に合わず、4 月の播磨地方を襲った降雹も一因の体育館

の雨漏りが発生しました。雨漏りといっても床全体が水浸しになり、天井のボードの脱落などひ

どい状況でした。体育館は入学式など重要な行事だけでなく、日頃の授業にも使用するため早急

の修繕が必要で、何とか「宣誓式」には間に合わせることができました。この 20 年、多くの関

係者のご努力などで学校運営はおこなわれました。今後 10 年、20 年と当校が地域医療に貢献す

る看護師を輩出するには職員はもちろんのこと、在校生や卒業生の医療現場での活躍が必要と考

えます。 

 

姫路市医師会看護専門学校の在校生そしてご父兄及び卒業生の皆様、令和

6 年 6 月より前任の山本一郎先生から学校長を引き継ぎました。本校は平成

17 年 4 月に開校し、約 20 年が経過します。今年の天姫祭では 20 周年記念

事業の特別企画として「よしもとお笑いライブ」がイーグレ姫路あいめっせ

ホールで開催されました。テレビなどで活躍中のミルクボーイをお招きし、

漫才とトークショーで楽しい時間を過ごすことができました。また来春の入

学式では創立 20 周年記念事業も計画されています。新入生、在校生だけで

なく、日頃お世話になっている講師の先生や臨地実習先の関係者の方々を招

待し、記念講演会など行う予定です。 

 

姫路市医師会看護専門学校 
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関西看護学生研究大会  

10 月 23 日（水）関西看護学生研究大会が神戸文化ホールで開催され、本校の 2 年次生 73 名と発表

者の安木ひよりさん（3 年次）が参加しました。 

 
発表テーマ 対象者の強みを活かした看護 セルフマネジメント能力へのアプローチとは 

 こんなに大勢の前で発表するのは初めてだったので緊張しましたが、研究発表を通じて

自分の看護実践を振り返ることや、他の学生の発表から新たな学びを得ることができ、今

後の看護実践において重要な自己の看護観を深めることができました。ここでの学びをし

っかりと今後の実践に活かし、最善の看護を提供していきたいです。                              

３年次 安木 ひより 

 昨年度より、より多くの方々に本校の魅力を知って

いただこうと、オープンキャンパスの日程を増やしま

した。 

 今年度は、6 月 15 日（土）、8 月 6 日（火）、7 日（水）、

8 日（木）、21 日（水）、22 日（木）、9 月 7 日（土）、

12 月 14 日（土）が実施済みです。合計で 136 名の方

が参加されました。 

全日程において参加者からは「オープンキャンパス

の内容に満足した」という感想をいただきました。 

また、「先輩達が親切で話しやすかった」「充実した看

護体験を受けることができた」「模擬授業がすごく分か

りやすかった」などの感想もいただき、本校の特色を

実感していただけたようです。 

HIMEKAN VOL.24 

令和６年度 オープンキャンパス  

学 記 の 校 録 行 事 

姫路別所高校 バス見学会 

 9 月 18 日（水）、兵庫県立姫路別所高校の 2

年生 24 名が、バス見学会（バスで複数の学校

を訪問・見学）で本校を訪れ、学校の概要説明

や施設内の見学、看護体験などを行いました。 

 

高岡中学校 トライやるウィーク 

6 月 5 日（水）、姫路市医師会へのトライ

やるウィークを希望した姫路市立高岡中学

校の 2 年生 4 名が来校し、沐浴や血圧測定な

どの看護技術の体験や授業を見学しました。 

 

次回のオープンキャンパス開催日時 

令和 7年 3月 8日（土）、26日（火）、27日（水） 

※いずれも時間は 9 時 30 分～12 時 

お申し込みは本校のホームページまたは 

お電話でお願いします。 
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また、防災に役立つ知恵を紹介する「災害 DIY」や「町

の防衛隊！」など、20 周年を記念して新たなコーナーも

設けました。 

 今回の天姫祭では、令和 6 年元日に発生した石川県能

登半島地震被災地支援として、募金活動を実施しました。

お預かりした支援金は、日本赤十字社を通じて寄付いた

しました。ご協力、ありがとうございました。 

外部出店としては、「はりまふくろうの会」、「菜の花」、

「りぷるす」、「ハーモニー」、「ひまわりパン」、「樫の詩」、

「ユニセフ兵庫支部」、献血・骨髄バンク登録関係者の皆

様にもご参加いただき、天姫祭を盛り上げていただきま

した。皆様、ありがとうございました。 

 

 今年は、20 回の記念の年で例年より力を入れて盛大な天姫祭を作り上げられるよう委員長として

努めました。当日は雨模様でしたが、地域の人々にも楽しんでもらえた天姫祭を作り上げることがで

きました。天姫祭を通じて連携をすることでより良いものを作り上げられることを実感できました。

この経験を今後に活かしていきます。         第 20 回 天姫祭実行委員長 八木 彩音 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

HIMEKAN VOL.24 

天姫祭 1 日目（10 月 18 日（土））は、あいめっせホールにて、

クラス発表、第 20 回記念セレモニー、よしもとお笑いライブを開

催しました。 

 

 

 

 

天姫祭 20 周年記念 
 

クラス発表は、ダンスや合唱、着ぐるみを着てのラジオ体操など、

各クラスの持ち味を発揮し、ステージを彩りました。 

記念セレモニーには、姫路市医監の牛尾光宏様、姫路市医師会の

役員理事にご出席いただき、大会に花を添えていただきました。 

よしもとお笑いライブでは、漫才師のミルクボーイと令和喜多み

な実の河野氏をお迎えし、漫才＆トークショーを開催しました。 

会場は大変盛り上がり、思い出に残る記念大会となりました。 

 

 天姫祭 2 日目（10 月 19 日（土））は、学校を一般の方々にも開放し、模擬

店や看護体験などの催し物を行いました。 

 模擬店は、焼きそば、チキンナゲット、チュロスなど、昼食やおやつにぴっ

たりなメニューを提供し、看護体験コーナーでは、赤ちゃん抱っこや、聴診器

体験、臓器パズルや看護クイズなどを実施しました。 

今年度の天姫祭は、第 20 回の記念大会となりました。 

「Power of Smile～みんなの笑顔で地域を笑顔に～」をテーマに、文化祭委員が中心となり、誰も

が楽しめる企画を考え、2 日間の日程で開催しました。 

 

テーマは「Power of Smile～みんなの笑顔で地域を笑顔に～」  
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～実習を振り返って～ 

 

学 記 の 業 録 

HIMEKAN VOL.24 

令和 6 年度 宣誓式

11 月 16 日（土）、令和 6 年度宣誓式を

執り行いました。 

点灯の儀では、1 年次生 79 名がナイチン

ゲール像から灯火を受け継ぎ、ナイチンゲ

ール誓詞の唱和を行いました。 

ご出席いただいた姫路市の岡本副市長に

は姫路市長の祝辞を代読いただき、「今後の

臨地実習が実り多きものとなり、看護師と

して素晴らしい人生を切り開かれますこと

を期待します」という励ましのメッセージ

を届けていただきました。 

 1 年次生は、引き締まった表情でこれか

ら始まる臨地実習に向けて決意を新たにし

ました。 

 

今回の基礎看護学実習Ⅱでは、受け持ちの

患者さんに足浴を行いました。足浴を行う場

所が考えていたところとは異なっており、実

践してみないと苦痛と感じていることが学

生と患者さんとでは違うため、多角的な視点

でケアを実践することが重要だと学びまし

た。また、患者さんにしか感じない効果があ

るため、その時の感情などを受け止めること

が大切だと学びました。 

２年次 山南 陽花 

援助をした後に患者さんから言っていただく「ありがとう」の一言

は大きなやりがいと、もっと頑張ろうという力に繋がっていました。 

患者さんの疾患や病態についての知識だけでなく、毎日の関わる時間

の中からニーズを見出し、個別性のある看護をすることの大切さを学

びました。 

最初は不安と緊張でいっぱいでしたが、グループメンバーと支え合いながら、

どんな時も思いやりを持って看護をすることが大切だと学びました。 

3 年次 岡 瑠奈穂 

 

基礎看護学実習を通して、患者さんとの

コミュニケーションや基本的な看護技術の

重要性を実感しました。講義では学べない

緊張感のある現場に行き、看護の責任感と

やりがいを改めて感じました。 

患者さんからの感謝の言葉や応援の言葉

にとても励まされ、今後も知識と技術を高

めていきたいという目標も持つことができ

ました。 

1 年次 山岸 拓歩 
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 本セミナーは、医療現場で活躍されている看護師のスキルアップ、看護学生の国家試験合格を

目指した学外研修、休職中の看護師の方の職場復帰に向けた支援を目的として開催しています。 

 

第 2 期となる 11/30、12/7、

14 は、「医療安全」をテーマに開

催しました。延べ参加者数は 29

名でした。 

初日に「医療安全の基本的な考

え方」を改めて学習し、「診療の補

助」、「療養上の世話」といった具

体的かつ遭遇する機会の多い状況

における医療事故防止について、

事故防止の対策を中心とした内容

で実施しました。 

参加者からは、「事故報告をして

損をしない、責められないように

環境を整えたい」「マニュアルなど

を風化させないことが一番の医療

安全につながると思った」「転倒が

多い病棟なので KYT を使用して

いろんな対策を立てていきたい」

などの感想をいただきました。 

看護力アップセミナーを開催しました。 

セミナー、研修会開催のご報告 

第 1 期となる 7/6、13，20

のセミナーは、「看護技術、再

チャレンジしよう！」をテーマ

に開催しました。延べ参加者数

は 17 名でした。 

段階を踏んでステップアッ

プできるよう、初日に基礎的知

識を学習し、2 日目、3 日目に

かけて、採血や点滴静脈注射、

輸液ポンプ・シリンジポンプの

操作の実践を、本校の最新機器

（教材）を用いて行いました。 

参加者からは、「知らない知

識や忘れている事もあり基礎

的なことは何度でも振り返る

必要があると思う」「久しぶり

に採血とルート確保をして新

しい針について学ぶことがで

きた」「最新の機器はとても使

いやすかった」などの感想をい

ただきました。 

HIMEKAN VOL.24 
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 「静穏期における防災・減災対応について」をテーマに、

6 月 15 日（土）、第 25 回看護師生涯教育研修会を開催しま

した。社会医療法人三栄会 法人本部 看護部 教育担当部

長 城尾恵子氏にご講演いただき、32 名の方が参加されま

した。 

 参加者からは、「自宅の防災グッズの見直しをする」「多職

種連携の大切さと傾聴の大切さを学んだ」「地元に防災チー

ムがあれば参加しようと決意した」などのご意見・ご感想を

いただきました。 

 職場で災害に関する組織の立ち上げや、防災委員への就任

をきっかけに参加された方などもおられ、近年増加する自然

災害への防災意識の高まりが感じられる研修会でした。次回

も自然災害への備えがテーマです。是非ご参加ください。 
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編集後記 
“「当たり前のことを頑張る」ことで夢を叶えた”と、第 20回天姫祭でミルクボーイが語ってくれました。漫才では大笑いし、ト
ークショーでは改めて大事な事に気づかせてもらいました。令和 7年度は創立 20周年です。当たり前のことを頑張って、「こ
の学校で学んでよかった」「この学校で学びたい」と言ってもらえるように、できることを積み重ねていきたいと思います。 

■次回の看護師生涯教育研修会のご案内 

今年度のテーマは「今求められる自然災害へ

の備え」です。卒業生の皆様にはこの研修会を

同窓生との交流の場としても利用していただ

けたらと考えております。 

【テーマ】「能登半島地震の支援の実際から見

える備えについて」 

講師 姫路市保健所 中央保健センター 

北分室 保健師 木下瑞恵 氏 

【日時】 

令和 7 年 2 月 15 日（土）午後 2：30～4：30 

【場所】 

姫路市医師会看護専門学校 3F 体育館兼講堂 

 

 

 

卒業生の皆様へ 住所変更・氏名変更届出のお願い 

住所やお名前に変更があった場合、本校までお知らせください。本校ホームページの「卒業生」の表示をクリックし、「お問い
合わせ・住所変更にともなう届け出について」より、入力・送信してもらうだけで簡単に届け出ができます。学校に来られた
際、学校事務課への申し出により届け出することも可能です。 

第 25 回 看護師生涯教育研修会を開催しました。 

ホームページ http://himeji-kango.jp 

●●発刊元●● 

姫路市医師会看護専門学校  

学校事務課 

〒670-0074 

姫路市御立西五丁目 6 番 22 号 

Tel 079-298-1241（代） 

Fax 079-298-6876 

ホームページ http://himeji-kango.jp 

6 月に入職し早くも半年が経過しまし

た。実習や演習など学生さんとの関わり

を通し、学びある日々を過ごしています。

臨床では主に急性期を経験してきまし

た。その中で私が大切にしてきたことは、

専門的知識と技術、迅速な判断能力の習

得です。そして誠実な対応です。今後も

皆さんとともに学び続け、成長していき

たいと思います。 

 

教務課 三輪 一美 

職 介 員 紹 


